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担 当 教 員 開講年次 選択必修 単位数 時間数 授業形態 実務経験 オフィス 
アワー 

教職員への 
授業公開 

病院医師 ２年次 
前 期 必 修 ２ ３０ 講 義 あり 可

授業概要 
（内容と進

め方）及び 
課題に対す

るﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
方法 

授業概要／機能障害による生活の影響、人生観・価値観・生活習慣などを含めた個人の生き方への影響を考えるた

めに必要な基礎知識として、呼吸・循環・消化・代謝・防御機能に関連する代表的な疾病の成り立ち、病態生理、

治療、回復過程、がん治療の現状や救急体制について解説する。

講義形式で、教科書を使用しながら適宜プリントを配布して行う。

課題に対するフィードバック方法／授業に関する課題は授業時間内に対応する。

＊実務経験を持つ教員が授業を進める。

授業の 
位置づけ 

本学のディプロマ・ポリシー②「人間の健康を環境との関係において捉え、地域社会の生活者の視点から看護の役

割を考え、実践することができる」の達成に寄与している。

到達目標 
（履修者が

到達すべき

目標） 

①呼吸機能、循環機能が障害される疾患の病態生理、検査、予後、治療の実際について説明できる。

②消化吸収機能、代謝内分泌機能が障害される疾病の病態生理、検査、予後、治療の実際について説明できる。

③排泄機能、血液造血機能が障害される疾患の病態生理、検査、予後、治療の実際について説明できる

④がんの病態と治療について緩和医療を含めての現状について述べることができる。

⑤救急医療体制と救急蘇生法、救急時の基本的援助について述べることができる。

⑥呼吸・循環・消化・代謝・防御機能の障害による生活への影響を考え、看護の学習につなげることができる。

時間外学習

に必要な

内容・時間

第 1～15 回事前学習：指定の教科書を事前に読んでおく。また、1 年次に学習した「人体のしくみと働き」「内部

環境の調節」から該当する範囲を予習する。（各６０分）体のしくみと機能を理解していると、それらがどのよう

な異常を起こし、どのようにして疾病が成り立つかを系統的に理解することができる。 
第 1～15 回事後学習：講義内容について教科書や資料を参考に復習する（各６０分）。講義内容を理解し関連を自

分で整理すると、疾患への理解が深まり、専門科目の看護学へのつながりを理解することができる。視覚的に理

解を深めることも重要であるので、図書館のＤＶＤ等も活用するとよい。

※上記時間については、指定された学習課題に要する標準的な時間を記載してあります。日々の自学自習全体とし

ては、各授業に応じた時間（２単位１５回科目の場合：予習 復習４時間／ 回）（１単位１５回科目の場合：予習

復習 時間／１回）（１単位８回科目の場合：予習 復習４時間／１回）を取るよう努めてください。詳しくは教員

の指導に従ってください。 

授業計画

担当予定 使用する教科書 予定

第１～２回：呼吸器系内科疾患の病態と治療

第３～４回：呼吸器系外科疾患の病態と治療

第５～６回：がんの病態と治療

（疼痛緩和医療を含む）

第７～９回：循環器系内科疾患の病態と治療

第 ～ 回：循環器系外科疾患の病態と治療

第 ～ 回：消化器系内科疾患の病態と治療

※治療学Ⅰ、Ⅱで融合します。

※状況により順番、教員、内容等が変更になる場

合があります。

（掲示案内）

山下

石田

丸山

内田

秋田

矢野

成人看護学２呼吸器（医学書院）

成人看護学２呼吸器（ 〃 ）

がん医療・がん看護（南山堂）

成人看護学３循環器（医学書院）

成人看護学３循環器（ 〃 ）

成人看護学５消化器（ 〃 ）

評価方法 
評価基準 

試験（ ％）、受講態度（ ％）で総合的に評価する。

教科書 授業計画に記載 参考書等 講義の中で適宜紹介する。

学生への 
助言等 

特定の病因論に対応する形で治療体系も発達しています。疾患に対する治療の知識は、健康障害に対する対象者の

反応を探索していく上で重要な知識です。疾患の病態と関連づけながら学んでください。

講義中の飲食・携帯電話の使用・教室の出入りは禁止とする。また、講義中は私語をつつしむこと。
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